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II. 講演②…梶俊夫様： 《我がふるさと会津を語る》

 現在、会津の街の商店街は他の地方と同様に寂れています。

 喜多方の街は観光客のおかげで、賑わっています。

梶俊夫 社長 社員の方も 喜多方ラーメン

 その後、ふるさと会津の街の紹介で DVD を鑑賞

会津磐梯山 鶴ヶ城 裏磐梯

 宮本さんからの質疑で、しだれ桜は今でも？日中線は、の質問に

・カジノヤ社員の碓井さんのお話…日中線の線路の跡地に、しだれ桜が植えら

れ、桜木も今が見頃に成長し、観光客もしだれ桜を目的で来られます。

日中線跡地の”しだれ桜”

・日中温泉は喜多方の奥座敷、自然に囲まれた山深い地に蔵屋敷造りの一軒

宿が建ち、総檜造りの露天風呂や、満天の星を仰ぐ"星見風呂"が好評。

旧日中線の懐かしい写真
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 梶社長より、創業時の新規工場開設時の苦労話

・毎日 4 時起きの生活だった。

・納豆の賞味期限…台湾などへの輸出もあり、冷凍で1年。

国内向けには 10 日が望ましい。1 日でも早く食し、

沢山食べてほしい！

・納豆のおいしい食べ方…かき混ぜる回数は、NHK など

で色々取り上げられたが、多いほど良い。

 お土産にカジノヤ納豆を沢山頂きました。

第２部 懇親会（15:40～17:00） 司会：宮本さん

料理と飲み物の準備は、今回も本間さんと田中(幹)さんのお世話になりました。

乾杯の音頭は松本会長にお願いしました。

宮河さんの話…福島は浜通り・仲通り・会津地方と言われ、会津だけが地方と呼ばれ

ています。

 カジノヤの碓井さんの話…日中線は自転車歩行車道として整備し、約 3 キロに亘って

1000 本のしだれ桜を植栽。喜多方プラザ近くには SL も展示してあります。

また、子供の頃の想い出の駅舎も、そのまま保存されているのが素晴らしい。

宮本さんより…次回総会の案内、日時は4月 28日、遠野の民話で大平さんを予定。秦

野県人会への出席の案内

今回も有難い差し入れを頂きました。有難うございました。

日本酒：蔵人しか飲めない新酒…宮本さん、手造りりんごチップス…宮河さん


